
 
平成２８年度 施策評価検証シート

評価年月日　　平成28年8月8日

部会名 暮らし

施策No. 2-1-2 施策名 自然環境の保全 施策主管課 生活環境課

　④シート記載内容
について

・施策の取り組み実績や事業内容等、わかりやすい記載内容となっているか。
→特になし。

■内部評価について

　①成果指標につ
いて

・成果指標の項目は、施策の目指す姿に沿っているか。
→沿っている。

・目標値の設定は適切か。
→適切である。

・他に考えられる指標はないか。
→ない。

・成果指標の達成状況について的確な分析を行っているか。
→的確と思われる。

　②施策を構成する
事務事業について

・施策を構成する事務事業は相対的に必要十分で過不足のないものになっているか。
→「自然環境保全活動推進事業」という事業名だが、内容は早池峰山関係のみとなっている。今後
も内容が変わらないのであれば、事業名はわかりやすいものが良い。

・目指す姿の実現に貢献している事業か。
→貢献している。

・市民ニーズや社会情勢の変化により、市の関与の必要性が低下した事業はないか。
→ない。

・施策の目指す姿を実現するために、さらに成果の向上を図る事業はないか。
→環境保全に関する周知をもっと進めるべき。

・その他
→ﾊﾔﾁﾈｳｽﾕｷｿｳ生誕80年記念事業において「実施計画がおくれたことから事業実施の告知が遅
れた」とのことだが、あってはならないこと。
→河原の坊施設管理事業の活動指標が「総合休憩所開館日数」となっているが、シーズン中は開
館しているのがあたり前では。「関連施設の点検回数」や「関連施設の修繕件数」が良いのではな
いか。

　③施策の総合的
な評価

・施策の主な取り組み成果や成果指標の推移、施策を構成する事務事業の検証等を踏まえ、
施策の目指す姿を実現するための問題点や課題が明確になっているか。
→早池峰山の環境保全やゼニタナゴの保全に取り組んでいるが、市内には他にも自然はある。
もっと広く目を向けてもいいのではないか。
→自然を守ることだけでなく、自然を豊かにすることも必要。この考え方を多くの市民に広めることも
必要。
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